神戸モスク、シャアバーン

１．ラマダーンの恩恵を受け入れる準備


１．ラマダーンの恩恵を受け入れる準備
　時間がたつのはなんて速いのでしょう。去年のラマダーンの日々を数えて、その告別を惜しんで以来長くたっていないような気がします。しかしそれが間も無くまた来るのを私達は歓迎しています。ラマダーンは、アッラー[image: image1.emf]

と彼の預言者[image: image2.png]&)



と真の信仰者によって、最も愛されている月です。なぜならアッラー[image: image3.emf]

が、他の月よりも多くの祝福をそれに置かれたからです。以下のハディース(言行録)はそれらを言及しているもののほんの一部です。
　アッラーの御使い[image: image4.png]&)



は、シャアバーン月の最後の日に彼らにした説教の中でこの様に言っています。「素晴らしい月、祝福された月、千ヶ月よりも勝る一夜を含む月が、あなた達のもとへやって来ました。アッラーは、義務としてその月の間斎戒し、任意の実行として礼拝をして夜を過ごす規律を定められました。もし誰かがその間、幾つかの良い行為によってアッラーに近づいたのならば、彼は他のひと月の義務を達成した人のようであり、その中で義務を達成すると、他の月の70の義務を達成した人のようです。それは忍耐の月であり、忍耐の報奨は天国です。それは他人と共有する月であり、信者の貯えが増加する月です。もしその日の斎戒を終わらせるための何かを、斎戒している人に与えたのなら、それは彼の罪に対する御許しを与え、地獄から彼を救い、他人の報奨を少しも減少させる事もなく、同じ報奨を頂ける事となるしょう。」　私達の全てが斎戒を終了させるための何かを、斎戒している人に与える事ができる富を持っているわけではないと、私達はアッラーの御使い[image: image5.png]&)



に述べました。彼は、「アッラーは、水を混ぜた牛乳か一粒のナツメヤシの実か水を斎戒をしている人に、それを終了させるために与えた人に、この報奨を与えられます。」と返事をしました。「完全な食事を斎戒している人に与えた人は、アッラーによって彼の貯蔵庫(ハウド)から飲み物が与えられ、天国に入るまで彼は喉く渇く事がないでしょう。それは、その始めが慈悲、その真ん中が容赦、その最後が地獄からの解放です。もしその期間、誰かが彼の奴隷のために物事を簡単にさせたなら、アッラーは彼をお許しになられ、地獄から解放されるでしょう。」(サルマン・アル＝ファーリシが伝えた、シュアブ・アル＝イマーン章の中で伝えられたアッ＝ティルミージーの#1965、アル＝バイハキーによる伝承)
　アッラーの御使い[image: image6.png]&)



がこの様に言ったと伝えられています。「もし私の国民がこの聖なる月に含まれている良い事を知っているなら、彼らは一年中ラマダーンである事を望んだでしょう。」(イブン・フザイマ、アル＝バイハキー、イブン・ヒッバーンによる伝承)　彼はラマダーンが来るまで、アッラー[image: image7.emf]

が彼を生きさせて下さるように請い、よく言ったものでした。「アッラーよ！　ラマダーンまで私達を達しさせて下さい。」(アナス・イブン・マリク[image: image8.png]


によって伝えられた、アッ＝タバラーニーによる伝承)
　アッラーの御使い[image: image9.png]&)



は言いました。「ラマダーン最初の夜が来た時、悪魔達と反抗的なジン(精霊)達は鎖で繋がれ、地獄の門は錠かけられ、それらの１つも開いていない。天国の門は開けられ、それらの1つも錠かけられていない。そして呼びかけ人が呼びかけます。『良い事を求める人は進み出なさい。そして悪い事を求める人は慎みなさい。』　一部の人々がアッラーにより地獄から解放され、それは毎晩起こります。」(アブー＝フライラ[image: image10.png]


によって伝えられた、アッ＝ティルミージー、イブン・マージャによる伝承。アッ＝ティルミージーは、これがガリブである言い伝えと言いました。)
　アッラーの御使い[image: image11.png]&)



は言いました。「アッラーがその期間中、あなた達が斎戒することを義務とされた祝福された月、ラマダーンが来ました。その期間中、天国の門々は開き、アル＝ジャヒーム(地獄)の門々は錠かけられ、謀反な悪魔達は鎖に繋がれました。その中には、千ヶ月よりも優れた一夜を、アッラーが設けられました。その良いものを阻まれた人は、本当に喪失を被ります。」(アブー＝フライラ[image: image12.png]


によって伝えられた、アッ＝ティルミージー、アフマドとナサイによる伝承。)

今日からの私達の義務は、この寛大な月の祝福を受けるために、私達自身の準備をする事です。なぜなら、もし私達がラマダーンの宝を手に入れたいのなら、私達は取らなければならない幾つかの重要な段階があるからです。アッラーの御使い[image: image13.png]&)



は、先立った月のシャアバーンに彼自身の準備をし始めました。彼の妻のアーイシャ[image: image14.png]Al



は、彼が何日かを除いてシャアバーンの月の全てを斎戒していたと伝えています。(アル＝ブハーリー、ムスリムによる伝承)　シャアバーン月にできるだけ斎戒する事は強いスンナです。これに加えて、私達は以下の準備をすべきです。
ムハーサバトゥ・アン＝ナフス。私達自身を勘定する
それぞれの年の終わり、有能な実業家は彼の仕事を評価するでしょう。彼はどの項目が利益を生み、どの項目が損失を生むかを計算し、この資料を来年の間の利潤を増やすために使います。これはこの世で成功するために計画すべき仕方ですが、私達の目標は来世です。来世のために私達の利潤を増やす事は、さらにもっと重要ではないでしょうか？ それはアッラー[image: image15.emf]

と私達自身と他の者達のもとで、私達の評価がどのような状態で在るかを、私達が調べるべきであるという理由として耐えうります。そして、この賢人が言った事に留意しましょう。「ハーシブー・アンフサクム・カブラ・アン・トゥハーサブー・ワ・ジヌ・アーマラクム・カブラ・アン・トゥーザナ・アライクム(あなた達の行為が量られ勘定され、それらが秤にかけられる前に、あなた達自身で勘定しなさい。)」　この自己勘定は、もしアッラー[image: image16.emf]

がお望みなら、私達が他の行為で取り扱うつもりである、イスティカーマ(イスラームの道を堅固に固める)と呼ばれる物の最初の段階です。私達全ては、ムカッシル(私達の善い行為は不完全)です。私達自身を勘定する事によって、私達は善い行為を増やし、悪い行為を減らす事ができます。アッラー[image: image17.emf]

は仰りました。「1. わたしは，復活の日において誓う。2. また，自責する魂において誓う。」復活章(アル＝キヤーマ)75:1-2　それは自身を非難して、「なぜこれをしたのか？」とか「それをするべきではなかった！」と言うために、このナフス(魂)は、アッラー[image: image18.emf]

の目から見れば高い地位があります。
預言者[image: image19.png]&)



は、ムハーサバトゥ・アン＝ナフスの最上の例を私達に与えました。彼は夜を通して礼拝して過ごし、そしてアーイシャ[image: image20.png]Al



が「アッラーの御使いよ！　あなたの以前の、そして今後の罪もすでに許されているのに、なぜあなたはこのようになさるのですか？　」言った時、彼は答えて言いました。「アーイシャよ、私は厚恩に感じ入っているアッラーの下僕ではなかったのか？」(ムスリムによる伝承)　彼は、どれぐらい多く努力しようとも、アッラー[image: image21.emf]

に対する感謝が、全ての瞬間に彼が受けていた祝福に充分に報いる事が決してないと、どの人間よりもよく知っていました。
教友達は、預言者達と使徒達[image: image22.png]


に次いで、自身を勘定する事において一番の人々でした。ウマル・イブン・アル＝ハッターブ[image: image23.png]


は、彼の行為を毎晩勘定していました。彼がカリーフ(後継者)になり、公正を維持する責任を負った時、彼は他の人を裁くよりも、もっと彼自身を厳しく裁いていました。彼は、それよりも勝るものが決してないような例を私達に与えました。彼は、よく言ったものです。「もしロバがイラクでつまづいたのなら、アッラー[image: image24.emf]

は勘定の日(最後の審判の日)、なぜそれのために道を片付けなかったのかと私に尋ねられるでしょう。」(カリーファ・アッ＝ラーシドゥーン、アブダル・ワハーブ・アン＝ナッジャール)
彼は毎晩、国民の状況を見るために、身をやつして町を歩き回りました。ある晩彼は、その子供達が飢えで泣いている女性を見つけました。彼女は料理用の深鍋に石を入れてそれを温め、子供達に「御飯はもうすぐできるよ、御飯はもうすぐできるよ。」と言って慰めていました。それをかき混ぜている間に子供達はすぐに寝てしまったのでしょう。それから彼は彼女が「アッラーが、私達を放置していた罪でウマルを罰しますように！」と言っているのが聞こえました。彼はその深鍋の中に何も入っていなかった事に気が付きました。彼は急いでザカートが集められている国庫に戻り、小麦の入った大きな箱と幾らかの他の食材を持って、その家族のもとへ急いで戻りました。彼が自身の手で料理を作った後、彼は子供達が満足するまで食べさせました。その女性は彼に感謝し言いました。「ウマルではなく、あなたの方がカリフであるべきです！」　ウマルは自責の念でいっぱいになりながら、とても思い苦しんで家に帰り、一晩中アッラー[image: image25.emf]

の御許しを求めて泣き続けいていました。これが私達がムハーサバトゥ・アン＝ナフスと呼んでいるものです。(カリーファ・アッ＝ラーシドゥーン、アブダル・ワハブ・アン＝ナジャル)
私達は誰よりも自分の欠点を知っており、それゆえ私達はラマダーンが始まる前に自身の勘定をすべきだし、私達の行為からより良い利益を来世で得るために、私達自身を正そうとするべきです。自分自身を勘定する事が、私達を次の段階に導くでしょう。
アッ＝タウバとイスティグファール。悔悟と容赦を求める事。
私達が自身を勘定した後、私達は自分の欠点がはっきりと分かり、自身を悔悟し、アッラー[image: image26.emf]

の容赦を求める事によって罪を清めたくなるでしょう。；8. あなたがた信仰する者よ，謙虚に悔悟してアッラーに帰れ。恐らく主は，あなたがたの様々な悪を払い，川が下を流れる楽園に入らせるであろう。その日アッラーは，預言者やかれに従って信じる者たちを，辱しめはしない。かれらの光は，その前方または右方だ閃こう。かれらは（祈って）言うであろう。「主よ，わたしたちのために，光を完全になされ，わたしたちを御赦し下さい。あなたは凡てのことに全能であられます。」；禁止章(アッ・タハリーム)66:8　53. 自分の魂に背いて過ちを犯したわがしもべたちに言え，「それでもアッラーの慈悲に対して絶望してはならない」アッラーは，本当に凡ての罪を赦される。かれは寛容にして慈悲深くあられる。集団章(アッ・ズマル)39:53

もし私達の悔悟が誠実で完全なら、アッラー[image: image27.emf]

は最も大きな罪でさえお許し下さるでしょう。ムスリムの一部は、彼らの罪があまりにも大きいため、容赦を得る事が決してできないだろうと思い、絶望し容赦を得ようと挑戦する事さえあきらめています。彼らは絶望すべきではありません！　彼らはいつもアッラー[image: image28.emf]

に希望を持つべきす。なぜならもし彼らの悔悟が本物ならば、アッラー[image: image29.emf]

は彼らをお許しになるでしょうから。
預言者[image: image30.png]&)



は、アル＝ブハーリーとムスリムの両方のハディース集で見つける事ができる、この話をする事によって、アッラー[image: image31.emf]

の慈悲深さの例を私達に与えています。
　「かつてそこに99の魂を奪った殺人者が住んでいました。ある日彼は、勘定の日(審判日)を思い出させられました。彼は恐ろしくなり悔悟したく思い、そして彼は信仰深い人のもとへ行き言いました。『私は99人殺しました。アッラーが私をお許し下さるとあなたは思いますか？』その聖職者は、『いいえ、残念ながらそうは思いません。』と言いました。だからその男は彼を殺し、彼の道を進み続けました。彼は知識深い人を見つけ、彼に同じ質問をしました。その有識者は、『あなたが本当に悔悟する限り許されるでしょう。しかし私は、あなたにこの町とあなたが持っている悪い仲間達から離れ、そして正直で善良な人々が住んでいる町へ住みに行く事をお勧めします。』と言いました。
　希望に満ちてその殺人者は彼の町を離れ、善良な人々が住んでいる町への旅へ出ました。道中彼は災難に遭い、亡くなりました。天国の天使と地獄の天使の双方が、彼の魂を取りに来ました。双方共に彼を取りたがり、それゆえアッラーは人間の姿をした天使を一人送り、そして彼らはこの天使に彼らを判定するように頼みました。その天使は言いました。『彼の体と2つの町の間の距離を測りなさい。もし彼が去った悪い町に近いのなら地獄へ連れて行き、もし彼が旅し向かっていた善い町に近いのなら天国に連れて行きなさい。』　彼らは距離を測り、彼の魂が去った町に少し近かった事が分かりました。地獄の天使が、彼の魂を業火へ連れて行こうとしたちょうどその時、アッラーは地面を揺り動かし、その男の体は移動しました。それゆえ彼らは距離をもう一度測らなければならず、彼らは今彼が1スパンの差で(僅かな差)で善い町に近い事が分かりました。これが、悪い行為を本当に悔悟した人々を、どのようにアッラーが容赦されたかです。」
ウムラーン・イブン・アル＝フサイン[image: image32.png]


は、アッラーの御使い[image: image33.png]&)



のもとへ、苦悩している女性が姦通の罪で懲罰されるために尋ねて来たと伝えています。彼は悲しみ、懲罰が死である罪を彼女が本当に告白したかったのかと尋ねました。彼女は強く主張し、彼女の行動から子供が生まれるかもしれないと言い、姦通の罪の場合は石打による死が懲罰である、イスラーム法に依った懲罰により罪を清められたいと言いました。預言者[image: image34.png]&)



は、子供が生まれた後戻って来るように言い、そして彼女はそうしました。そして預言者[image: image35.png]&)



は、その子供を連れて帰り、完全な期間その子に授乳するように求め、その後に戻って来るように言いました。子供が乳離れした時、彼女は預言者[image: image36.png]&)



のもとへ戻って来て、もう一度彼女の罪のために懲罰される事を求めました。預言者[image: image37.png]&)



は彼女に死の判決を下し、刑罰は実行されました。彼女のお葬式で、ウマル[image: image38.png]


は預言者[image: image39.png]&)



が彼女のために祈祷しているのを見て、彼に尋ねました。「売春婦より勝る事さえない人のために、どうしてあなたは祈る事ができるのですか？」アッラーの御使い[image: image40.png]&)



は、「彼女はアッ＝タウバ(犯罪に対する悔悟)をしました。もし彼女の悔悟が、マディーナの70人の人々に分配されたなら、それは業火から彼ら全て(を護る)ために充分であろう。」と答えました。(ムスリム、アブー・ダウード、アン＝ナサーイとイブン・マージャ)　誠実な悔悟を持つことは、私達を次の段階に導くでしょう。

アル＝アジーマ。変わるための断固たる意志
悔悟のみでは、容赦を得るのに充分ではありません。もし私達が預言者[image: image41.png]&)



の話の中の殺人者を吟味した場合、私達は彼が悔悟していただけではなく、より良くなるよう自身を変えようとし、そして彼が死んだ時、良い町のために悪い町から離れることによって、積極的にそうしようとしていました。この変わろうとする強い意図は、彼の悔悟を完璧にし、それを受け入れられる物としました。もし私達が悪い行いをする事を止めないのなら、悪い行いについて泣いて容赦を求める事には意味がありません。まず私達は私達自身を変えなければなりません。
完全な悔悟を成し遂げるには3つの条件が合わなければなりません。私達がしなければならない事は。
1． その行為について悔悟する事。アン＝ナダム
2． アッラー[image: image42.emf]

の容赦を求める事。アル＝イスティグファール

3． その悪い行為を再度する事が決してないよう強い意図を作る。アル＝アジーマ
　預言者[image: image43.png]&)



は彼の教友の一人に忠告して言いました。「いつもあなたの罪を思い出し、それらについて泣きなさい。」
ウムラーン・イブン・アル＝フサイン[image: image44.png]


は、アッラーの御使い[image: image45.png]&)



が彼の父に、この様に言ったと伝えています。；「フサインよ、ムスリムになりなさい、私はあなたに良い祈祷を教えましょう。」　フサインは、「私がイスラームを受け入れた後、アッラーの御使いが私にこの祈祷、『アッラーフンマ・アルヒムニー・ルシュディー・ワ・アイズニー・ミン・シャッリ・ナフシ(おぉ、アッラー、私の知識を強くして、私自身の中の悪魔から私をお守り下さい。)』を私に教えて下さいました。」と伝えています。(アッ＝ティルミジーによる伝承)
アッラー[image: image46.emf]

の御助けと共に私達自身を変える強い要求が、私達を善い行為をする事に導き、禁じられた事から遠ざかる原因となります。もし私達が、ムハーサバトゥ・アン＝ナフス、アッ＝タウバ、アル＝アジーマのこれら3つの事を確立させたのなら、私達はこの寛大なラマダーン月にアッラー[image: image47.emf]

がおいた利益を受けいれる準備が整ったでしょう。なぜなら私達の魂は過ちから清められ、私達の心は光で満たされ、ラマダーンの光は、光の中の光のように私達の心で輝くでしょうから。
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